
ジ
（
下
記
Ｑ

Ｒ
）
に
て
掲
載

し
て
お
り
ま

す
。

住
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
が

明
日
へ
の
希
望
を
抱
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。「

行
動
す
る
会
議
所
」

「
信
頼
さ
れ
る
会
議
所
」

「
親
し
ま
れ
る
会
議
所
」
を

念
頭
に
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
と
中
小
企
業
の
振
興
・

発
展
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
当

所
活
動
へ
の
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
海
道
商
工
会
議
所
連
合

会

安
田
光
春
会
頭
の
年
頭

所
感
を
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

振
興
大
会
２
０
２
６
ｉ
ｎ
北

海
道
が
釧
路
市
を
含
む
道
内

４
か
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
各
地
よ
り
来
釧
す
る
皆

さ
ま
へ
当
地
域
の
魅
力
を
発

信
し
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

｢

稼
ぐ
力｣

の
強
化

地
域
経
済
や
雇
用
を
支
え

る
重
要
な
役
割
を
担
う
中

小
・
小
規
模
事
業
者
に
と
り

ま
し
て
、
「
稼
ぐ
力
」
の
強

化
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
当

所
で
は
、
事
業
者
の
生
産
性

向
上
に
向
け
た
生
成
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
付

加
価
値
の
向
上
、
さ
ら
に
は

事
業
承
継
を
含
め
た
経
営
サ

ポ
ー
ト
や
事
業
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
支
援
に

注
力
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
に
投
資
を
呼
び
込
む
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
人
材
の
育
成

・
確
保
に
努
め
地
域
経
済
全

体
の
活
性
化
に
ま
い
進
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

む
す
び
に

本
年
の
干
支
は
「
丙
午

（
ひ
の
え
う
ま
）
」
で
す
。

こ
の
年
は
、
停
滞
を
打
破

し
、
強
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
っ
て
万
物
が
進
展
す
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
地
域

の
未
来
を
左
右
す
る
正
念
場

を
迎
え
た
今
こ
そ
、
私
た
ち

は
「
丙
午
」
が
象
徴
す
る
勢

い
を
、
閉
塞
感
を
打
ち
破
る

力
へ
と
変
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
街
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
、
次
世
代
へ
確
か

な
未
来
を
示
す
と
と
も
に
、

そ
の
一
方
で
、
鉄
道
高
架

を
含
め
た
都
心
部
の
活
性
化

や
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
、
防
災
・
減
災
対
策
、
釧

路
短
期
大
学
の
機
能
移
行
な

ど
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
当
所
と
い

た
し
ま
し
て
は
社
会
経
済
環

境
の
変
化
に
適
時
対
応
し
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
の

も
と
、
活
力
あ
る
地
域
経
済

の
実
現
に
向
け
て
行
動
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
「
釧
路
共
助
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
〝
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
〟
」

に
よ
る
地
域
課
題
解
決
の
取

り
組
み
や
、
昨
年
全
国
的
な

酷
暑
の
中
で
積
極
的
に
発
信

し
た
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｙ

釧
路
」
事
業
を
継
続
し

て
展
開
し
、
二
地
域
居
住
や

交
流
人
口
増
加
を
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
６
月
に

は
、
全
国
商
工
会
議
所
観
光

少
に
伴
う
人
手
不
足
、
不
安

定
な
国
際
情
勢
を
背
景
と
し

た
円
安
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原

材
料
価
格
の
高
騰
や
物
価
高

な
ど
に
よ
る
影
響
か
ら
、
依

然
と
し
て
先
行
き
が
不
透
明

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

成
長
型
経
済
へ
の
移
行
に
向

け
た
重
要
な
局
面
を
迎
え
て

い
る
中
、
デ
フ
レ
経
済
を
脱

却
し
、
地
域
経
済
の
再
生
発

展
に
向
け
て
、
商
工
会
議
所

の
果
た
す
べ
き
役
割
は
益
々

重
要
と
な
り
ま
す
。

課
題
解
決
へ
果
敢
に
挑
む

当
地
に
お
き
ま
し
て
は
、

一
昨
年
末
の
道
東
自
動
車
道

「
阿
寒
Ｉ
Ｃ
～
釧
路
西
Ｉ
Ｃ

間
」
の
開
通
や
、
日
本
製
紙

工
場
跡
地
に
お
い
て
大
型
商

業
エ
リ
ア
が
誕
生
す
る
な

ど
、
街
に
新
た
な
息
吹
が
吹

き
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
に
期
待
を
寄
せ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
大

企
業
を
中
心
に
賃
上
げ
や
設

備
投
資
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ
り

ま
す
。
一
方
で
、
地
域
経
済

を
支
え
る
中
小
・
小
規
模
事

業
者
に
お
い
て
は
、
人
口
減

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
穏
や
か
に
２
０
２
６
年

の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

治
、
佐
々
木
浩
、
福
田
大

輔
、
香
田
亮
介
、
戸
田
了

介
、
森
崎
博
史
、
栗
林
周

次
、
宮
坂
司
、
綿
貫
裕
介
、

佐
久
間
泰
弘
、
佐
々
木
純
、

青
木
孝
道
、
白
幡
慎
太
郎
、

米
本
周
平
、
村
山
義
彦
、
平

井
宏
樹
、
渡
邊
勇
太
、
藤
平

僚
馬
▼
監
事

鈴
木
浩
昭
、

吉
田
勝
幸

た
。次

年
度
役
員

は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
・
年

齢
順
）

▼
副
会
長

関

川
孝
輔
、
栗
林

延
年
、
宮
腰
功

司
、
沼
田
倫
江

▼
専
務
理
事

合
林
裕
也
▼
理

事

菊
地
徹
、

筧
陽
介
、
永
吉

秀
之
、
工
藤
生

博
、
川
崎
賢

一
、
木
村
彰

宏
、
澄
川
誠

当
所
青
年
部(

＝
Ｙ
Ｅ
Ｇ･

尾
越
亮
介
会
長
）
は

月


日
（
火
）
に
釧
路
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で

第
３
回
臨
時
総
会
を
開
催

し
、
令
和
８
年
度
役
員

人

を
選
任
し
た
。

次
年
度
会
長
を
務
め
る
田

野
竜
之
介
氏
は
「
令
和
８
年

度
は
未
来
へ
通
じ
る
道
を
創

る
年
に
し
た
い
。
地
域
経
済

の
活
性
化
に
向
け
取
り
組
む

と
と
も
に
、
各
地
Ｙ
Ｅ
Ｇ
や

会
員
相
互
の
交
流
を
通
じ
、

研
鑽
を
重
ね
て
活
動
し
て
い

く
」
と
述
べ
、
役
員
、
メ
ン

バ
ー
に
協
力
を
呼
び
掛
け

（
別
途
手
数
料
６
０
５
円)



現
金
書
留
に
よ
る
郵
送
（
期

限
内
必
着
）
の
い
ず
れ
か
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
験
料
は
、
２
級
５
５
０

０
円
３
級
３
３
０
０
円(

い

ず
れ
も
税
込
）
で
す
。

詳
し
く
は
、
Ｈ
Ｐ
ま
た
は

振
興
課
０
１
５
４
（

）
４

１
４
３
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

簿

記

検

定

受
験
申
込
受
付
中

『
第
１
７
２
回
日
商
簿
記

検
定
試
験
（
２
、
３
級
）
』

を
２
月

日
（
日
）
に
道
東

経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
実

施
し
ま
す
。

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は

１
月

日
（
金
）
ま
で
に
当

所
窓
口
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

第1395号
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印刷 釧路新聞社

年頭所感

閉
塞
感
を
打
ち
破
る

活
力
あ
る
地
域
経
済
に
向
け
て

釧
路
商
工
会
議
所

会
頭

栗
林

定
正

え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

創
り
共
に
分
か
ち
合
う｢

価

値
共
創
」
の
発
想
こ
そ
が
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を
支

て
い
ま
す
。

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を

確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
個
々
の
企
業
が
自
己

変
革
を
果
た
し
、
変
化
す
る

外
部
環
境
に
適
応
し
て
い
く

な
ど
、
絶
え
ず
「
変
革
」
に

挑
み
続
け
る
姿
勢
が
重
要
で

す
。
同
時
に
、
不
確
実
性
の

時
代
に
お
い
て
は
、
多
様
な

主
体
が
互
い
の
強
み
を
持
ち

寄
り
、
新
た
な
価
値
を
共
に

わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長

型
経
済
へ
の
移
行
に
向
け
た

正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
企
業
数
の

・
７

％
、
雇
用
の
約
７
割
（
３
大

都
市
圏
を
除
く
と
約
９
割
）

を
占
め
る
中
小
企
業
は
、
円

安･

原
油
高
に
伴
う
原
材
料･

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
の
高

騰
、
人
手
不
足
や
労
務
費
の

増
加
、
さ
ら
に
は
消
費
低
迷

な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し

え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎

年
頭
に
あ
た
っ
て

日
本
商
工
会
議
所

会
頭

小
林

健

変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発

成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ

｢

変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の

再
出
発｣
に
向
け
た
三
つ
の
重
点
課
題

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る

も
の
に
～｢

変
革｣

と｢

価
値
共
創｣

｢

現
場
主
義･

双
方
向
主
義｣

の
発
展

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢

は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
や
中
東

情
勢
の
緊
迫
化
と
い
っ
た
地

政
学
リ
ス
ク
に
加
え
関
税･

輸
出
管
理
・
産
業
補
助
・
投

資
審
査
な
ど
が
複
合
的
に
作

用
し
、
通
商
環
境
の
再
編
が

進
行
す
る
な
ど
、
不
確
実
性

が
一
段
と
高
ま
っ
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

国
内
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
日
本
経
済
は
賃
金
と
物

価
の
好
循
環
に
向
け
た
兆
し

が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
物
価
上

昇
に
賃
金
が
追
い
つ
か
ず
、

実
質
賃
金
の
着
実
な
回
復
が

最
大
の
課
題
で
す
。
長
年
に

わ
た
り
染
み
つ
い
た
デ
フ
レ

マ
イ
ン
ド
を
払
拭
し
、
成
長

の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
確

実
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
こ

そ
、
日
本
経
済
の｢

再
出
発｣

に
向
け
た
最
大
の
鍵
で
あ
り

ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
国
政
に
お

い
て
は
、
憲
政
史
上
初
の
女

性
総
理
と
し
て
高
市
総
理
が

誕
生
し
、
就
任
直
後
か
ら
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
を
は
じ
め

各
国
首
脳
と
の
会
談
を
精
力

的
に
行
い
、
首
脳
間
の
信
頼

醸
成
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
ま
た
高
市
総
理
が
議
長

を
務
め
る
「
日
本
成
長
戦
略

会
議｣

に
お
き
ま
し
て
も
Ａ

Ｉ
・
半
導
体
、
造
船
、
量
子

な
ど

の
戦
略
分
野
へ
の
投

資
に
加
え
、
人
的
資
本
の
強

化
、
労
働
市
場
改
革
、
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
賃
上
げ

環
境
整
備
な
ど
、
将
来
の
成

長
力
を
高
め
る
政
策
課
題
が

明
確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
国

の
成
長
戦
略
と
歩
調
を
合
わ

せ
つ
つ
、
民
間
の
現
場
か
ら

具
体
的
な
提
言
と
実
行
を
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
私

ど
も
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ

る
」
と
い
う
信
念
の
下
、
会

頭
就
任
以
来
、
全
国
各
地
を

訪
問
し
、
地
域
や
事
業
者
の

生
の
声
を
伺
い
、
各
地
域
が

抱
え
る
課
題
の
把
握
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は

「
現
場
主
義･

双
方
向
主
義｣

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
現
場

の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
な

が
ら
、
中
小
企
業
と
地
域
の

活
性
化
、
日
本
経
済
の
さ
ら

な
る
成
長
に
向
け
て
、
皆
さ

ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多

大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私

は
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ

る
日
本
経
済
の
再
出
発
」
を

掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
以
下
の
３
点
を

重
点
課
題
と
し
て
当
所
の
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。１

点
目
は
「
成
長
型
経
済

の
実
現
に
向
け
た
環
境
整

備
」
で
す
。
成
長
型
経
済
を

実
現
す
る
に
は
、
コ
ス
ト
プ

ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ
レ
か
ら
、

需
要
拡
大
に
よ
る
デ
マ
ン
ド

プ
ル
型
イ
ン
フ
レ
へ
と
転
換

し
、
賃
金
と
投
資
の
好
循
環

を
持
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
適

切
な
価
格
転
嫁
と
取
引
適
正

化
の
推
進
は
、
賃
上
げ
原
資

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
官
民

を
挙
げ
て
一
層
強
化
す
べ
き

課
題
で
す
。
加
え
て
、
経
済

安
全
保
障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
の
両
立
、
過
度
な
円

安
の
是
正
に
向
け
た
金
融
政

策
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
、

持
続
可
能
な
全
世
代
型
社
会

保
障
制
度
の
構
築
に
つ
き
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値

共
創
に
よ
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
『
稼
ぐ
力
』

の
強
化
」
で
す
。
成
長
型
経

済
の
実
現
に
は
、
中
小
企
業

・
小
規
模
事
業
者
の
付
加
価

値
と
生
産
性
の
向
上
が
不
可

欠
で
あ
り
、
新
分
野
進
出
、

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
、
知
的

財
産
の
創
造
・
保
護･

活
用


海
外
展
開
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
と
の
連
携
な
ど
へ
の
挑
戦

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
、

よ
り
強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ

と
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ

力
の
向
上
に
よ
る
地
域
経
済

循
環
の
推
進
」
で
す
。
持
続

可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
、

地
域
に
新
た
な
投
資
を
呼
び

込
む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
税
財
政
支
援
、
地
域
の
産

業
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育

成
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
商
工
会
議
所
の
主

要
な
活
動
テ
ー
マ
で
あ
り
、

当
所
は
も
と
よ
り
、
各
地
商

工
会
議
所
が
中
核
と
な
っ
て

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
期
待
い
た
し
ま
す
。

次
年
度
役
員
を
選
任

Ｙ
Ｅ
Ｇ
臨
時
総
会

月日に開催された臨時総会

１０２０２６年（令和８年）１月１５日（木曜日）（第三種郵便物認可）


